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 新型コロナウイルス感染症の出現から 1年余りが経過しました。障害を抱え

る方々とそのご家族にとって、感染の恐怖にさらされ続ける 1年であったと思

います。日本でもワクチン接種が始まり、ワクチンの普及しているイギリスや

イスラエルが感染をかなり押さえ込めているという状況より、先の見えない闇

からようやく光りが見えてきた所です。しかし、変異株の拡大により兵庫県は

大変厳しい感染状況に陥り、障害者事業所でのクラスターが増えています。

様々な障害を抱える方は、ケアの個別性がかなり高い事や、環境の変化への適

応が困難である事から、付き添い者不在で慣れない病院への入院が困難であ

り、クラスターになった事業所では多くの感染者が施設内待機もしくは自宅療

養を余儀なくされています。さらに、高齢化が進んでいる介護者であるご家族

への感染拡大から大変厳しい状況となっています。 

 新型コロナウイルスワクチンの障害者への接種は、高齢者の次の優先順位と

なっているため、兵庫県の状況では 7 月以降になるのではと思われます。しか

し、障害者施設でのクラスター予防の観点から、一部の自治体では高齢者と並行

して障害者施設利用者への接種が計画されているようです。変異株が猛威を振

るう兵庫県でも障害者への接種が高齢者と並行して一日でも早まる事を願い、

兵庫県重症児者 6施設より兵庫県知事に 4月 21日嘆願書を提出予定です。つき

ましては、趣旨に同意いただける方々に署名のご協力をよろしくお願いします。 

 一日も早い接種を目指しますので、署名用紙の提出を早急に行いたいと思い

ます。ご協力よろしくお願いします。 

 


